
選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   受験番号 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

問題番号 R3 Ⅱ－２予想 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

１ ． 調 査 、 検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

 点 検 困 難 部 の 具 体 例 と し て 、 鋼 H 桁 橋 の 床 版 部 を 挙

げ る 。 床 版 部 全 面 に 剥 落 防 止 シ ー ト が 施 工 さ れ て お り 、

コ ン ク リ ー ト 床 版 の 損 傷 の 目 視 確 認 が で き な い 。 部 分

的 に 剥 げ て い る 箇 所 は う き 、 剥 離 ・ 鉄 筋 露 出 が 確 認 で

き る こ と か ら 、 不 可 視 部 に お い て も 同 様 の 損 傷 が 発 生

し て い る と 想 定 さ れ る 。  

（ １ ） 書 類 調 査 ・ ヒ ア リ ン グ 調 査 ①  

構 造 物 の 竣 工 年 、 適 用 設 計 基 準 、 設 計 図 書 、 施 工 記 録 、

過 去 の 点 検 調 書 、 補 修 ・ 補 強 記 録 等 の 確 認 を 行 う 。  

 

（ ２ ） コ ン ク リ ー ト 品 質 試 験  

 コ ン ク リ ー ト コ ア を 採 取 し 、 「 中 性 化 試 験 、 塩 分 濃

度 試 験 、 Ａ Ｓ Ｒ 試 験 、 一 軸 圧 縮 試 験 」 を 行 う 。 こ れ に

よ り 、 う き 等 の 損 傷 原 因 を 推 定 す る 。  

（ ３ ） 詳 細 調 査  

 床 版 に つ い て 行 う 。 具 体 的 に は 、 ② 打 音 調 査 で 損 傷

範 囲 を 確 認 し 、 同 時 に サ ー モ グ ラ フ ィ ー 法 に よ る シ ー

ト 内 部 の 空 隙 調 査 を 行 う 。 そ の 他 、 橋 面 防 水 層 の 有 無

を 確 認 す る た め の 舗 装 厚 調 査 も 同 時 に 実 施 す る 。 ま た 、

部 分 的 な は つ り 調 査 を 行 い 、 実 際 の 損 傷 の 確 認 を 行 う 。  

 

２ ． 業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 点 、 工 夫 点  

② 不要。 

① ヒアリングに関する記述がありません。 



技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

（ １ ） 調 査  

 上 記 １ で 挙 げ た 調 査 を 実 施 す る 。 コ ア 採 取 の 際 は 、

構 造 鉄 筋 を 損 傷 さ せ な い よ う 、 電 磁 波 レ ー ダ ー で 鉄 筋

位 置 を 把 握 し て か ら 作 業 す る よ う 留 意 す る 。  

（ ２ ） 劣 化 要 因 の 推 定  

 コ ン ク リ ー ト 品 質 試 験 、 は つ り 調 査 、 非 破 壊 試 験 等

の 結 果 か ら 劣 化 要 因 の 推 定 を 行 う 。 塩 分 濃 度 が

1 . 2 k g / m 3 以 上 の 場 合 は 、 塩 害 に よ る 鉄 筋 腐 食 と 推 定

で き ③ 、 鉄 筋 腐 食 状 況 と 併 せ て 確 認 す る 。 な お 、 損 傷

範 囲 に つ い て は 、 打 音 検 査 と サ ー モ グ ラ フ ィ ー 法 に よ

る 結 果 を 比 較 検 討 す る よ う 留 意 す る 。  

 

（ ３ ） 損 傷 程 度 の 推 定  

 試 験 結 果 、 調 査 結 果 等 及 び 劣 化 要 因 の 推 定 を 踏 ま え

不 可 視 部 分 の 損 傷 程 度 を 推 定 し 、 健 全 性 の 判 定 を 行 う 。

補 修 対 象 は 足 場 の 必 要 範 囲 に 留 意 し 、 健 全 性 は Ⅱ の 部

材 （ 地 覆 ） で も 併 せ て 補 修 対 象 と す る 等 工 夫 す る 。 ま

た 、 N E T I S に 登 録 さ れ て い る 新 技 術 を 検 討 候 補 に 加 え

る 等 工 夫 す る ④ 。  

 

④ 問題に示されている業務範囲は、健全性の判定までではありませんか。補修の検討に関しては業

務範囲外だと思います。判定評価の際は、補修を見据え記載のような所見を添えると言った論調

で述べてはいかがでしょうか。 

③ 要因の推定が、「塩害」のみとなっているのが気になります。「塩害」、「中性化」、「化学的

侵食」、「アルカリ骨材反応」などの劣化機構に加え、物理的作用による「疲労」、「凍害」な

どについても触れた方がよいのではないでしょうか。 
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○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

３ . 効 率 的 ・ 効 果 的 な 関 係 者 と の 調 整 方 策  

（ １ ） 発 注 者 ： 調 査 結 果 報 告 時 、 健 全 性 の 判 定 時 等

必 要 に 応 じ て 協 議 を 密 に 行 い 、 設 計 方 針 ⑤ へ の 理 解 を

図 る ⑥ 。 ま た 、 打 合 せ 記 録 簿 を 作 成 し 手 戻 り を 防 ぐ 。  

 

（ ２ ） 施 工 業 者 ： 橋 梁 の 施 工 業 者 か ら 構 造 物 の 図 面

や 施 工 写 真 等 を 取 得 す る 。 具 体 的 に は 、 あ ら か じ め 取

得 し た い 情 報 や 理 由 を 連 絡 し 、 迅 速 に 入 手 す る ⑦ 。  

 

（ ３ ） 周 辺 住 民 ： 施 工 時 の 騒 音 や 振 動 へ の ク レ ー ム

対 策 と し て 、 必 要 に 応 じ て 住 民 説 明 会 を 実 施 す る 。 ３

次 元 モ デ ル （ Ｃ Ｉ Ｍ ） を 使 用 す る 等 視 覚 的 に わ か り 易

く 説 明 し 、 工 事 の 内 容 理 解 と 合 意 形 成 を 図 る ⑧ 。 以 上  

 

⑧ これも業務外ですね。施工方法等は決定していないのですから、上記のような説明はできないと

思います。 

⑦ 書くべきは「調整内容」ではなく、「調整方策（どうやって調整するか）」です。題意に沿って

いないですね。 

⑤ 設計は業務範囲外です。調査方針ですかね。 

⑥ 理解は「図る」のものではなく「促す」ものではないでしょうか。または、「合意形成を図る」

ですかね。 


